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町の考えを聞く

環境整備

個
人
設
置
型
の
需
要
を
見
て
検
討

豊
間
根
に
合
併
浄
化
槽
モ
デ
ル
建
設

質
問
　
豊
間
根
地
区
の
集
落
で
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
モ
デ
ル
的

建
設
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

沼
崎
町
長
　
現
在
進
め
て
い
る

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

は
、
国
の
「
循
環
型
社
会
形
成

推
進
交
付
金
事
業
」
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
浄
化
槽
設
置
や
維

持
管
理
の
方
法
で
「
個
人
設
置

型
」
と
「
市
町
村
設
置
型
」
に

区
分
さ
れ
、
本
町
で
は
、
第
８

次
総
合
発
展
計
画
を
基
に
「
個

人
設
置
型
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
モ
デ
ル
的
建
設
の
イ
メ
ー
ジ

が
不
明
で
あ
る
た
め
「
市
町
村

設
置
型
」
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
こ
の
事
業
は
、
初
年
度
か
ら

３
年
間
は
毎
年
　
戸
以
上
の
設

２０

置
を
実
施
す
る
な
ど
の
要
件
が

あ
り
、
浄
化
槽
の
設
置
と
維
持

管
理
を
市
町
村
が
行
い
、
下
水

道
料
金
と
同
じ
使
用
料
を
徴
収

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、　

数
戸
以
上
を
ま
と

１０

め
大
型
浄
化
槽
で
処
理
す
る
こ

と
も
整
備
手
法
の
１
つ
で
、
個

人
設
置
型
の
需
要
を
見
な
が
ら
、

将
来
的
に
は
検
討
し
た
い
と
考

え
る
。

質
問
　
次
の
３
点
を
問
う
。

①
集
落
活
動
、
産
地
直
売
の
推

進
を
支
援
す
る
と
あ
る
が
、

織
笠
白
石
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
協
定
組
合
の
要
望
は

進
ん
で
い
る
か
。

②
肉
用
牛
、
繁
殖
牛
飼
育
農
家

の
現
状
は
。

③
黒
毛
和
種
飼
育
農
家
の
今
後

の
展
望
は
。

沼
崎
町
長
　

①
白
石
地
区
の
計
画
の
核
と
な

る
も
の
は
水
車
の
建
設
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
核
と
し
た
加

工
施
設
や
直
売
施
設
を
は
じ

め
周
辺
環
境
の
整
備
な
ど
、

地
域
で
具
体
的
な
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
作
業
に
必
要
な
資

料
の
収
集
提
供
や
相
談
、
指

導
に
努
め
て
い
る
。

②
　
戸
で
構
成
さ
れ
て
い
る
農

１６事
組
合
法
人
エ
コ
フ
ァ
ー
ム

山
田
の
現
状
は
、
肥
育
継
続

５
戸
、
繁
殖
継
続
３
戸
、
休

業
２
戸
、
廃
業
３
戸
、
転
職

１
戸
、
養
豚
継
続
１
戸
、
乳

牛
継
続
１
戸
の
状
況
で
あ
る
。

③
現
在
、
子
牛
相
場
は
下
が
り

基
調
で
あ
る
が
、
飼
料
価
格

高
騰
の
見
通
し
は
、
い
ま
だ

計
り
知
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
多
額
の
融
資

を
受
け
る
こ
れ
ま
で
の
や
り

方
で
は
、
黒
毛
和
種
の
飼
育

は
採
算
を
取
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

織笠白石中山間地域等直接支払協定組
合で実施したソバ刈り体験の様子

三ヶ尻隆雄議員

産業振興

資
料
の
収
集
提
供
や
相
談
、
指
導
に
努
め
る

集
落
活
動
・
産
地
直
売
の
推
進
支
援


